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 5 章では，4 章に参加した未経験群に対して，「右腋を締める」と「パンチングの際に前のめ
りにならない」の 2教示を与えた短時間練習後の動作変化を抽出している．実験方法は 4章と同
様とし，4 章の未経験群（5 章では教示前群）と経験群，ならびに本章実験で得られた教示後群
の 3 群におけるデータに対し，統計学的解析を行った．考察は，教示前群に教示を与えた短時間
練習後の教示後群が，経験群データと比べた「接近」，「離隔」の観点に基づいて述べた．考察
では，ストレートパンチ動作の全体スピード，ならびに肩甲骨の位置調整を行う筋活動では，経
験群からの「離隔」が認められた．また，ストレートパンチ動作の打ち始めの右下肢への重心移
動，ならびに右三角筋の活動は，経験群に「接近」したことが確認された．これら，初心者に与
えた２教示は，短時間の練習後でも，動作を変化させ，一部の動作は経験群に近づけたことが明
らかとなった． 
 6 章では，本論文で明らかにされた新規性と有効性，ならびに限界点と今後の課題と展望を述
べている．結言として，ボクシング運動が与える健康増進効果として，慢性閉塞性肺疾患の増悪
防止およびメンタルヘルスの有効性が報告されている．したがって本論文の考察，特に 5 章で述
べた，教示がおよぼす動作変化から成長を実感させることは，生涯スポーツとしてのボクシング
指導の第一歩と考えられる． 
 本論文は，生涯スポーツとしては従来あまり注目されてこなかったボクシングに関して，競技
スポーツとは異なる視点で初心者指導を行う上での新しい知見を示すものである．これは，多様
なスポーツを通じて高齢者が健康増進を図れる環境を構築するための，重要な指針を与えるもの
であり，その学術的意義は大きい．したがって本論文は，博士（学術）の学位論文として十分な
価値を有するものと認められる． 
 
 
 
 
 
 
